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針路
「
安
倍
政
権
の
取
り
組
み

を
継
承
す
る
」
と
の
基
本

方
針
を
表
明
し
て
い
る
の
が

菅
政
権
だ
が
、
そ
の
正
体

暮
ら
し
を
守
る
「
３
つ
の
行
動
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
規
模
の
蔓
延
に
よ
っ
て
、
経
済
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
春
闘
は
、「
引
き
下
げ
圧
力
」
と
対
峙
す
る
春

闘
に
な
り
ま
す
。「
３
つ
の
行
動
」を
し
っ
か
り
と
進
め
る
こ
と
で「
運
動
の
後
ろ
盾
」

を
構
築
し
、
私
た
ち
の
声
を
要
求
と
し
て
ぶ
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
１
つ
】
雇
用
と
生
活
を
守
り

　
　
　
　
　
　
　
　
補
償
を
勝
ち
取
る
行
動

①
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
め
き
る

　
人
事
院
は
１
０
月
７
日
、
一
時
金
の
期

末
手
当
を
０
・０
５
ヵ
月
引
き
下
げ
る
勧

告
を
行
い
ま
し
た
。
月
例
給
は
給
料
等

改
訂
な
し
、
据
え
置
き
の
勧
告
が
１
０

月
２
８
日
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
公
務
員

の
賃
金
が
引
き
下
が
れ
ば
、
そ
れ
に
準

拠
す
る
６
０
０
万
人
と
も
い
わ
れ
る
労
働

者
の
賃
金
に
も
影
響
し
ま
す
。
ま
さ
に

「
負
の
サ
イ
ク
ル
」
に
陥
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
負
の
サ
イ
ク
ル
を
食
い
止
め
る
た
め

に
も
、
労
働
組
合
が
し
っ
か
り
と
要
求

を
会
社
へ出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
要
求
の
後
ろ
盾
に
な
る
の
が

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
で
集
め
る「
労
働
者
の

声
」
な
の
で
す
。

②
「
特
別
項
目
」「
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
の
活
用

　
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
休
業
補
償
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
「
特
別
項
目
」
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
職
場
で
対
象
と
な
っ
た
方
が

は
安
倍
政
権
以
上
に
危
険
な
も
の
の
よ

う
だ
。
そ
う
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
最

大
の
要
因
が
、
日
本
学
術
会
議
会
員

の
任
命
拒
否
問
題
で
あ
る
。「
推
薦
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
は
拒
否
し
な
い
」と

す
る
国
会
答
弁
も
あ
る
も
の
を
、「
総

合
的
、
俯
瞰

（ふ
か
ん
）
的
な
活
動

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
判
断
し
た
」

と
法
律
に
は
な
い
基
準
を
持
ち
出
し

て
、
覆
し
た
。
▼
自
衛
隊
に
集
団
的

自
衛
権
が
あ
る
と
憲
法
の
解
釈
を
変

え
た
安
倍
政
権
も
、
一
応
は
閣
議
決

定
と
い
う
形
を
と
っ
た
が
、
菅
政
権
で

は
、
首
相
の
「
判
断
」
で
そ
れ
ま
で
の

解
釈
を
変
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
な
ぜ

任
命
し
な
か
っ
た
か
の
説
明
は
、
こ
れ

を
書
い
て
い
る
段
階
で
は
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
態
度
は
、
森
友
、
加
計
、

桜
の
問
題
で
説
明
を
拒
否
し
続
け
た

安
倍
政
権
と
同
じ
流
れ
で
あ
る
。
▼

さ
ら
に
、
理
由
を
説
明
し
な
い
こ
と

で
、
関
係
者
に
「
忖
度
」
を
強
要
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
憲
法
や
法

律
を
守
り
、
国
民
に
説
明
責
任
を
果

た
す
政
治
で
な
け
れ
ば
、
国
民
は
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
一

年
以
内
に
は
行
わ
れ
る
総
選
挙
で
、

市
民
と
野
党
の
共
同
を
さ
ら
に
前
進

さ
せ
、
当
た
り
前
の
政
治
を
取
り
戻

そ
う
。
（坂
）

あなたの
声を

聞かせて
ください！

＃ＶＯＩＣＥ

コ
ロ
ナ
危
機
か
ら
仕
事
と

みんなの声を
集めよう!

い
れ
ば
、
積
極
的
に
声
を
集
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
記
述
型
の
ア
ン
ケ
ー
ト
「
Ｖ
Ｏ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
は
、
当
事
者
の
声
を
直
接
集

め
、
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
で
す
。

職
場
に
広
が
る
様
々
な
働
き
方
の「
非

正
規
」を
視
野
に
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

関
連
の
職
場
で
働
く
非
正
規
労
働
者
へ

の
働
き
か
け
も
で
き
ま
す
。

③
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布

　「
労
働
相
談
に
ご
相
談
を
」
の
チ
ラ
シ

を
県
下
で
２
万
枚
配
布
し
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
雇
用
を
守
る
労
働
組
合

の
存
在
を
地
域
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

県
労
連
や
地
域
労
連
で
も
取
り
組
み

ま
す
が
、
職
場
周
辺
への
配
布
を
行
い
、

労
働
組
合
の
「
見
え
る
化
」
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

【
２
つ
】
医
療
や
行
政
な
ど

　
公
共
体
制
の
拡
充
・強
化
を
進
め
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

は
、
医
療
体
制
充
実
の
必
要
性
に
加

え
、
雇
用
調
整
助
成
金
な
ど
を
取
り

扱
う
公
的
機
関
の
必
要
性
を
浮
き
彫

り
に
し
ま
し
た
。
こ
の
間
削
減
さ
れ
続

け
て
き
た
公
的
体
制
の
拡
充
と
強
化
を

求
め
る
「
い
の
ち
署
名
」
（通
称
）
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
３
つ
】
最
低
賃
金
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　
　    

　         

２
０
２
４
行
動
を
進
め
る

　
こ
の
間
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
中
で
、
輸

出
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
っ
た
「
外
需
」
へ

の
依
存
を
強
め
て
き
た
日
本
経
済
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
っ
て
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
今
こ
そ
、「
外
需
」
に
依
存
す
る
だ

け
で
な
く
、「
内
需
」
を
拡
大
し
、「
地

域
循
環
型
」
の
日
本
経
済
を
構
築
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制
度
の
創
設

と
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
は
、

地
域
経
済
を
底
上
げ
す
る
と
と
も
に
、

「
地
方
か
ら
都
市
部
」
への
人
口
流
出
に

も
歯
止
め
を
か
け
る
政
策
で
す
。
年
間

約
４
０
万
円
あ
る
格
差
を
是
正
し
、
地

方
で
暮
ら
し
て
い
け
る
額
が
必
要
で
す
。

　
さ
ら
に
、
介
護
や
清
掃
と
い
っ
た「
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
社

会
の
維
持
に
必
要
不
可
欠
な
労
働
者
の

存
在
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
多
く
が

最
低
賃
金
近
傍
に
張
り
付
い
た
賃
金
で

働
い
て
い
ま
す
。
社
会
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
も
、
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
最
賃
署
名
」

や
「
自
治
体
決
議
」「
審
議
会
への
引
き

上
げ
要
請
署
名
」
な
ど
で
、
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
度
の
確
立
と
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
を
迫
り
ま
し
ょ
う
。
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たたかえ！ローレンジャー！！

「ローレンジャーの鏡」

団結レッド

きまじめイエロー誠実グリーン

「３つの行動」を前進させる
スタンプチャレンジャーに参加しよう

　
県
労
連
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い
の
ち
と
く
ら
し
と
雇
用
と
地
域
を
守
る

「
３
つ
の
行
動
」
を
前
進
さ
せ
る
べ
く
「
ス
タ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を
企

画
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
１
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
組
合
員
に
声
を
か
け
、

楽
し
く
組
合
活
動
を
進
め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！
！

【名称】　君もヒーローに！ 「職場と地域を守るスタンプチャレンジャー」

【期間】　２０２０年１０月～２０２１年６月末

【内容】　チャレンジ項目をクリアしてスタンプを集めて景品ＧＥＴ！

【産別項目】

　□　産別として統一行動を設定した

　□　産別として最賃引き上げ要請を労働局や自治体に出した

【単組項目】

　□　組合の掲示板に 「ローレンジャー」 のポスターを掲載した

　□　労働組合として地域ビラの配布に取り組んだ

　□　労働組合として署名行動を実施した

　□　県労連の機関紙を全組合員におろした

　□　最賃引き上げ要請を労働局や自治体に出した

　□　組合の掲示板に 「ろうきん」 のチラシやポスターを掲載した

今までとココが違う！ 「産別単組項目」 を追加

個
人
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
項
目
だ
け
で
な
く
、
産
別

と
単
組
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
項
目
を
追
加
。
組
織
と

し
て
取
り
組
み
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
可
能
に
！

今までとココが違う！多様な 「チャレンジ項目」

チャレンジ項目をクリアしスタンプをＧＥＴしよう！

スタンプが１０個溜まれば５００円分のＱＵＯ

カードを贈呈、１５個溜まればさらに５００円分

のＱＵＯカードを贈呈します！

君もチャレンジしよう！

「
今
ま
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
ハー
ド
ル
が
高
か
っ

た
・
・
・
」
そ
ん
な
声
に
応
え
、
み
ん
な

が
挑
戦
で
き
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
項
目
を
設
定
！

こ
れ
で
君
も
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
Ｇ
Ｅ
Ｔ
だ
ぜ
！

【チャレンジ項目】（抜粋）

□　春闘アンケートに協力した

□　仲間に 「スタンプチャレンジャー」 を進めた

□　いのち署名を５筆以上集めた

□　県労連公式LINEアカウントに登録した

□　県労連の機関紙を読んだ

□　県労連公式 「ローレンジャー」 ４コマ漫画に応募した

□　家族と春闘について話した

□　「ろうきん」 のチラシを手に取って見た
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県
労
連
３
０
年
を
振
り
返
る

１
９
９
０
年
代
後
半
の
労
働
法
制
阻
止
の
闘
い

結成大会

執
筆
者   

第
６
代
執
行
委
員
長 

　
筒
井
　
敬
二

財
界
の
意
向
で

 

非
正
規
比
率
を
引
き
上
げ

  

日
本
の
非
正
規
労
働
者
の
割
合

は
、
２
０
１
８
年
で
３
７
・
９
％

（２

１
２
０
万
人
）
と
、
県
労
連
を
結
成

し
た
１
９
８
９
年
の
１
９
・
１
％
か
ら

す
れ
ば
、
３
０
年
で
倍
増
し
て
い
ま

す
。
こ
の
今
日
の
状
況
に
至
る
道
の

始
ま
り
は
、
１
９
９
５
年
に
当
時
の

日
経
連

（現
「
経
団
連
」）
が
打
ち

出
し
た
「
新
時
代
の
『
日
本
型
経

営
』」
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
財
界
戦

略
に
沿
っ
て
、
労
働
法
制
を
破
壊
し

て
き
た
こ
と
の
結
果
が
今
日
の
状
況

を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
　
１
９
９
６
年
、
政
府

（橋
本
内

閣
）
は
、
労
働
基
準
審
議
会
、
婦

人
少
年
問
題
審
議
会
、
職
業
安
定

審
議
会
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
労

働
者
派
遣
法
の
改
悪
、
裁
量
労
働

制
の
拡
大
、
女
子
の
残
業
・
深
夜

労
働
規
制
の
撤
廃
な
ど
、
労
働
法

制
の
全
面
的
な
改
悪
に
乗
り
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
全
労
連

は
、
７
月
１
１
日
に
マ
ス
コ
ミ
文
化
情

報
労
組
会
議
、
自
由
法
曹
団
、
婦

団
連
、
新
婦
人
な
ど
と
と
も
に
、

「
労
働
法
制
の
改
悪
に
反
対
し
、
働
く

権
利
と
ル
ー
ル
の
確
立
を
め
ざ
す
中
央

連
絡
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
高
知
で

も
こ
の
闘
い
に
合
流
し
、
県
労
連
だ
け

で
な
く
、
連
合
労
組
を
含
む
幅
広
い
労

組
、
団
体
に
呼
び
か
け
て
「
労
働
法
制

連
絡
会
（以
下
「
連
絡
会
」）」
を
結
成

し
て
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
講

座
　
労
働
者
の
権
利
と
労
働
法
」（全
６

講
）と
街
頭
宣
伝
な
ど
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。「
講
座
」
に
つ
い
て
は
、
自
交
総

連
、
通
信
労
組
、
市
町
村
職
労
土
佐

山
田
町
支
部
保
育
部
な
ど
が
組
織
で
議

論
し
、
受
講
者
を
募
り
、
毎
回
参
加

す
る
と
い
う
教
訓
を
つ
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
街
頭
宣
伝
で
は
、
県
労
連
女

性
部
、
県
国
公
が
牽
引
車
と
し
て
奮
闘

し
ま
し
た
。
女
子
保
護
規
定
の
撤
廃
反

対
、
労
働
法
制
改
悪
反
対
署
名
は
、
約

７
０
０
０
筆
を
集
約
し
ま
し
た
。
１
９
９

７
年
か
ら
１
９
９
８
年
に
か
け
て
は
、
県

労
連
は
連
合
労
組
・
中
立
労
組
への
申

し
入
れ
、
自
治
体
議
会
に
対
し
て
意
見

書
採
択
の
陳
情
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
連
絡
会
も
中
央
集
会
へ代
表
を
派

遣
し
、
全
国
の
闘
い
に
呼
応
し
て
、
改

悪
阻
止
の
た
め
に
奮
闘
し
ま
し
た
。
自

治
体
意
見
書
決
議
は
９
自
治
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
参
院
選
に
あ
た
っ
て

も
、
連
絡
会
の
代
表
委
員
で
も
あ
る
西

岡
る
り
子
さ
ん
勝
利
に
向
け
て
、
参
院

選
の
重
大
争
点
と
し
て
位
置
づ
け
、
独

自
ビ
ラ
も
作
成
し
、
組
織
内
で
の
活
用

と
と
も
に
、
街
頭
配
布
、
申
し
入
れ
に

活
用
し
ま
し
た
。

　
労
働
法
制
改
悪
の
推
移
は
、
１
９
９

６
年
の
労
働
者
派
遣
法
改
悪
（対
象
業

務
の
１
６
か
ら
２
６
への
拡
大
）
以
降
、

１
９
９
７
年
に
は
、
４
月
の
職
業
安
定

法
施
行
規
則
改
悪
（事
務
・販
売
部
門

な
ど
有
料
職
業
紹
介
事
業
対
象
職
業

の
大
幅
自
由
化
）、
６
月
国
会
で
の
労

働
基
準
法
に
お
け
る
女
子
保
護
規
定
の

撤
廃
（１
９
９
９
年
４
月
施
行
）、
大
学

教
員
任
期
制
法
、
国
立
研
究
所
研
究

員
任
期
制
法
の
可
決
・成
立
と
、
規
制

緩
和
の
ス
ピ
ー
ド
は
急
上
昇
し
ま
し
た
。

１
９
９
８
年
９
月
の
臨
時
国
会
で
は
、

労
働
基
準
法
改
定
法
改
悪

（変
形
労

働
制
の
拡
大
）
が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
９
９
年
通
常
国
会
で
は
、
労
働

者
派
遣
法
が
改
悪
（製
造
や
製
造
業
、

医
療
、
建
設
業
を
除
い
て
原
則
自
由

化
）
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
悪
は
、
非

正
規
労
働
者
の
増
加
と
劣
悪
な
労
働
条

件
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、「
政
治
災
害
」

に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
つ
く
り
出
し
て

い
く
出
発
点
と
な
り
ま
し
た
。
県
労
連

と
連
絡
会
は
、
国
会
請
願
署
名
に
取
り

組
み
、
県
庁
前
で
の
宣
伝
・
ビ
ラ
配
布

を
行
う
な
ど
、
全
国
的
な
闘
い
に
結
集

し
ま
し
た
。

近
年
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
（残
業
代
ゼ
ロ
。
既
に
法
制
化
）、
裁

量
労
働
制
の
拡
大
、
雇
用
に
よ
ら
な
い

働
き
方

（労
働
者
性
を
な
く
す
）
な

ど
、
新
た
に
雇
用
や
労
働
法
制
の
破
壊

の
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

労
働
組
合
や
政
治
の
闘
い
の
中
で
、
労

働
契
約
法
の
改
正
や
パ
ー
ト
・有
期

雇
用
労
働
法
の
制
定
に
よ
り
、
正

規
と
非
正
規
の
間
の
不
合
理
な
差

別
の
禁
止
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

な
ど
、
前
進
面
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
法
や
制
度
は
、
職
場
か
ら
の
闘

い
が
あ
っ
て
こ
そ
活
か
さ
れ
ま
す
。

県
労
連
の
役
割
は
い
よ
い
よ
重
大
で

す
。

大
統
領
選
挙
と
民
主
主
義
の
在
り
方

１
１
月
３
日
、
米
国
大
統
領
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
現
職
の
ト
ラ
ン
プ
大

統
領

（共
和
党
）
と
民
主
党
の
バ
イ
デ

ン
氏
と
の
た
た
か
い
は
、
空
前
の
大
接
戦

と
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
バ
イ
デ
ン

氏
が
過
半
数
の
２
７
０
を
超
え
る
選
挙

人
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏

は
、「
不
正
が
あ
っ
た
」
と
し
て
訴
訟
を

起
こ
す
姿
勢
を
見
せ
て
お
り
、
大
混
乱

の
大
統
領
選
挙
と
な
る
と
と
も
に
、
民

主
主
義
の
在
り
方
を
考
え
さ
せ
る
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
大
統
領
選
挙
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、

１
億
人
（２
０
１
６
年
大
統
領
選
挙
の
７

２
％
）
を
超
え
る
国
民
が
期
日
前
投
票

を
行
い
ま
し
た
。
特
に
郵
便
投
票
は
６
４

５
０
万
人
で
、
選
挙
結
果
を
大
き
く
左

右
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
郵

便
投
票
を
す
る
有
権
者
の
多
く
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への
対
策
を

重
視
す
る
バ
イ
デ
ン
支
持
で
あ
る
」と
の

報
道
も
出
て
お
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
不

利
な
状
況
で
、
実
際
郵
便
投
票
の
開

票
が
進
む
た
び
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
窮
地

に
立
た
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
根
拠

を
示
す
こ
と
な
く「
郵
便
投
票
に
不
正

が
あ
る
」
と
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
ま
し

た
。
日
本
の
郵
便
と
違
い
、
米
国
の
郵

便
に
は
多
少
ル
ー
ズ
な
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
法
律
に
則
っ
て
進
め
ら
れ
る
制

度
に
難
癖
を
付
け
、
敗
北
宣
言
を
拒

否
し
続
け
る
ト
ラ
ン
プ
氏
の
姿
勢
に
は
、

米
国
と
い
う
大
国
の
誇
り
や
民
主
主
義

を
守
る
姿
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

民
主
主
義
と
は
、
「
み
ん
な
で
決
め

る
」こ
と
で
す
。
情
報
や
経
緯
を
隠
し
、

都
合
の
良
い
よ
う
に
政
治
を
運
営
す
る

の
は
民
主
主
義
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル

[

高
知
県
労
連
Ｈ
Ｐ
に
記
載
し

て
い
ま
す]

）
締
め
切
り
は
１

２
月
７
日
で
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
３
６
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
は
「
イ
ロ
ハ
モ
ミ

ジ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
左
の

方
々
で
す
。

【
当
選
者
】

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【ヨコのカギ】

①大会社。業界――　③事件と――の両面から捜査　⑤空

気の流れ。 上昇――　⑦内――、 大――、 上――　⑨か

ず。偶――。多――　⑩グラフのx――　⑫金銭を借りる保

証として預ける　⑭短期の対　⑯ちょうどよい時期に適量降る

雨　⑰あらわ。 ――な描写

【タテのカギ】①赤ん坊の

――　②汝の――を愛せ

よ　③重要視　④蛍雪の

――を積む　⑥栗鼠　⑧

クレーム　⑪から。 努力

が――に帰する　⑬子ど

もっぽく下手　⑭都道府

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

カギを解き二重枠の文字

を並べてできる言葉は？

「
な
か
ま
」

楠
瀬　

正
大　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

牛
窓　

真
由
美　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

浜
田　

道
也　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
県
国
公
）

県の長　⑮千。 ――グラム

　
建
交
労
と
は
、
全
日
本
建
設
交
運
一

般
労
働
組
合
の
略
称
で
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

承
認
団
体
で
す
。
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
４
７
都
道
府
県
に
組
織
の
あ
る
全

国
組
織
で
、
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
派
遣

な
ど
雇
用
形
態
を
問
わ
ず
、
ひ
と
り

で
も
入
れ
る
労
働
組
合
で
す
。
そ
の
業

種
は
建
設
・
交
通
・
運
輸
・
自
治
体
関

連
を
は
じ
め
多
く
の
産
業
・
業
種
に
基

盤
を
持
っ
て
い
ま
す
。
高
知
県
で
は
、
鉄

道
支
部
（Ｊ
Ｒ
四
国
及
び
関
連
会
社
で

組
織
）、
農
林
支
部
（労
災
職
業
病
）、

建
設
支
部
（事
業
団
・
高
齢
者
）
が
あ

り
ま
す
。
今
回
の
「
な
か
ま
」
で
は
、

建
設
支
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
高
年
の
雇
用
は
深
刻
で
す
。

「
非
営
利
・
共
同
」
の
事
業
団
を

作
り
、
自
治
体
に
仕
事
を
出
さ
せ

た
り
、
地
域
で
開
拓
し
た
り
し
て
、

仕
事
の
確
保
と
労
働
条
件
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

年
金
、
医
療
、
福
祉
介
護
な
ど

の
要
求
の
実
現
を
目
指
し
て
、
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
。
生
活
困
窮

者
や
引
き
こ
も
り
な
ど
の
就
労
相

談
に
も
秘
密
厳
守

（無
料
）
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
　

　

高知市長要請の様子

おたよりの紹介

○労働法で休日は１週間に１日か、 ４週間で４日以上になってい

るんですね。週休２日制って当たり前に思いがちですが恵まれた

制度なんだなと思いました。 自治労連 （T ・M）

○市の診療所の外来患者数がコロナの影響で明らかに減少してい

ます。 公立はともかく、 民間の病院の経営が心配なところ。 国・

県市の支援が届くまで持ちこたえてほしいです。自治労連（N・M）

○コロナ禍で大変な時期が続いていますが、加盟組織の枠を越

えて団結する必要があると感じました。 県国公 （M ・H）

○菅政治には全く期待していませんでしたが、飄々としているよう

に見えて、やっている事が、何とも非人間的な感じがして恐ろしさ

を感じます。 県教組 （U ・M）

○一時金の引き下げを行うことで、若い労働者にとっては大打撃

です。コロナ影響による事業者への支援の業務を行うため仕事は

増えるが、 給料は減る。 労働者のやる気を削いでいます。自治

労連 （F ・E）

○「なかま」の言葉が考えさせられるものがあるなと感じた。仕事

は増えている一方、対価は減らしますは、平時なら問題。ただ、

今の情勢を踏まえると仕方がない。 自治労連 （N ・H）

○ 「なかま」の記事で仕事が増えて疲弊しているのにマイナス勧

告・ ・ ・。世の中はもっと苦労していることは理解しつつも腑に落

ちないですね・ ・ ・ 。 自治労連 （Y ・T）

　
　
　
　
建
交
労


